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あらまし：教員は授業，部活動の顧問，学校運営など多くの仕事があり，自身の授業を振り返る時間がな

い．本研究では，授業を振り返り，自身の授業力を向上させるための，振り返りシステムを開発している．

今回，教員の児童生徒に対する臨機応変な対応に着目し，教員が生徒に対応するときの行動として「指さ

し」行動について Open Poseにより取得し，腕の角度推定による方法と Support Vector Machine(以下 SVM)
による方法を比較した．結果として，実際の授業映像において，腕の角度推定による方法や SVM による

方法のどちらも精度が低かった． 
キーワード：教員行動認識，SVM，骨格情報，振り返りシステム 

 
 
1. はじめに 
現在の教員と呼ばれる職種は非常に多忙であるこ

とが文部科学省の調査の結果から問題視がされてい

る(1)．他にも，公立学校では全国的に教員の大量退職

や新任教員の大量採用が進行しているため，現場経

験の少ない教員が多くなってきている現状も問題視

されている(2)．このことより，ベテラン教員と新任教

員は大差のない仕事量を任されることが多い現状で

ある．新任教員は初日から「先生」として教壇に立

って授業を行うが，実践経験が少なく，授業を行う

ための知識などが低いため授業時における物事への

臨機応変な対応力が高くないという問題点が挙げら

れる．本研究の目的は，上記で挙げられた問題点を

解決するために，図 1 に示すような動画を入力する
ことで自動的に振り返りポイントを抽出することで

振り返りの時間を短くする，効率的な振り返りシス

テムを作成することである．振り返り時における着

眼点として，教員の授業内容や発話内容，児童生徒

の授業を受ける態度などが過去の研究から挙げられ

ている．そこで本研究は，授業中における児童生徒

の状態に応じた対応の部分を着眼点とする．着目し

た理由として，児童生徒に対する指導中の教員の行

動や児童生徒の反応が，授業評価の重要な要素の 1
つであるためである(3)． 

 
図 1 振り返りシステムの概要 

授業を通しての振り返りによる様々な着眼点のス

キル向上の方法が提案されている(4, 5)．本研究では

「カメラによる撮影」によって，振り返り時の課題

点 2 つを解消したシステム開発を提案する． 
 

2. 授業振り返りシステム 
本研究では，図 1 にしめす振り返りシステムを作

成するために，図 2 に示す処理フローを行う． 
 

 
図 2 処理フロー 

 
インタラクション情報の調査について，これまで

に現役教師に質問紙調査を行い，データを収集して

おり，その結果を表 1 に示す． 
 

表 1 インタラクション情報 
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表 1 の結果より，声掛け動作などの行動は，音声

情報が必須であることがわかるが，現場の環境での

音声認識は困難である．そこで，今回は行動ベース

で検出可能な「指さし」を対象にした． 
「指さし」行動を検出するために，骨格情報を取

得できる Open Pose(6)を利用する．得られた骨格から

左右の腕の角度を求め，その角度が閾値を超えた場

合に指さし行動として検出する．図 3 にその結果を
示す． 

 

 
図 3 腕の角度による指さし行動検出結果 

 
一方，特徴量を首の x 座標，y 座標を用いて右腕

の角度𝜃1，右脇の角度𝜃2，左腕の角度𝜃3，左脇の角

度𝜃4を特徴量として，SVM により行動検出を行った． 
 

3. 実験 
小学校の授業のうち，10 分程度の授業データを対

象として解析した．腕の角度による検出では，1 秒

間（24 フレーム）中にどの程度のフレームが閾値を
超えていたかで精度が変わると考え，複数フレーム

間で比較する．一方，SVM による 1 秒ごとにデータ
を区切り，それぞれのデータに対してラベリングを

行い，検出を行たった． 
本実験の実施に辺り，大阪工業大学における人を

対象とする倫理委員会の審査(2021-23)に基づき実施
した． 

 
4. 結果と考察 
表 2 に腕の角度の閾値処理による結果を示す． 
 

表 2 閾値処理による結果 

 
 
正解率については高い結果であったが，実際の授

業では「指さしでない」行動データが多く，それが

正しく分類されているため正解率が高い結果となっ

ている．一方で精度は低い結果であり，「指さし」行

動を正しく分類することができていないことが分か

った．  
次に，SVM を用いた結果について示す．まず，モ

デルの検証のため，学習データ:テストデータを 9:1
として行った結果，正解率 0.53，再現率 0.52，適合
率 0.64，F 値 0.58 であった．このモデルを使い，実
際の授業行動に対して認識を行った結果，正解率

0.54，再現率 0.31，適合率 0.03，F 値 0.05 であった． 
双方の結果，適合率が悪い理由として，実際の授

業動画における骨格を認識できないときのフレーム

が非常に多いこと，教員の指さしが児童生徒により

隠れてしまうオクルージョンの問題などが考えられ

る． 
 

5. まとめ 
本研究ではカメラ撮影による振り返り時の問題点

を解消するべく，質問紙調査における評価基準であ

るインタラクション情報の作成，Open Pose や SVM
を用いて，骨格認識による教員の児童生徒に対する

行動の検出を自動で行うシステムを提案した．結果

として，適合率は悪い結果であった．今後，分類精

度を上げていくため，データ数を増やすとともに，

音声やウェアラブルセンサを用いて，補完していく．

また，行動を自動で分類することで，自身の授業行

動を振り返ることができ，多忙な教員でも利用する

振り返りシステムを開発していく． 
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